
はじめに

現代日本経済について, 総需要の不足いわゆるデフレの問題に加えて, 人口構成の変化, グ

ローバル化及びハイテク (��・バイオ・ナノテクノロジー等) の進展に, 財貨・サービス市
場ひいて労働その他の生産要素市場の需給調整が間に合わず, 調整の遅れによるミスマッチを

生み出していることが大きな問題であると言われている｡ 一定の質的水準を要求される医療・

介護関連分野の人手不足等はミスマッチの例である｡ このような状況が経済活動の循環に歪み

をもたらしており, 問題解決の方法として財政金融政策による総需要の管理に加え, 例えば労

働市場における��������の増大及び医療・介護関連分野その他の成長期待産業のイノベーシ
ョン促進に向けた, 人材育成プログラム等の政策的支援が有効であると主張される１)｡

しかし他方, 生産企業側において一種のパラドックスが存在する｡ 即ち, 需要の停滞あるい

は先行き不安に直面する生産企業における, 主要費用である人件費の節約努力いわゆる労働生

産性向上策は, 個別企業のミクロ的な立場において経営状況を改善し得る一方, 当該企業の生

産規模が不変でも就業者側にとっては就業機会の減少, ひいて家計消費支出の源泉となる所

得２) の伸び悩み・減少となりかねない｡ これが生産性と就業機会・所得のパラドックスである｡

また, 多くの企業が同様な行動をとることとなれば, その累積として, 経済全体の景気後退
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１) 例えば政府 ｢平成��年度年次経済財政報告―技術革新と働き方改革がもたらす新たな成長―｣ (����.
７. ��) を参照のこと｡
２) 所得を消費支出の源泉とする考え方は, いわゆる消費関数の議論である｡ 補論３を参照のこと｡
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ひいては各個別企業の売上不振・生産規模縮小をもたらしてしまうこととなる訳である３)｡

このような状況を打開する上で, 従来の生産要素の新しい組み合わせによる新製品の開発,

あるいは, その他の経営資源の新たな活用による経営技術の刷新等の, いわゆるイノベーショ

ンの有効性が叫ばれる｡ 確かにイノベーションには新規需要を生み出す働きが一般的に期待さ

れ, その促進がミクロ的にもマクロ的にも極めて重要である｡ ただ, 一口にイノベーションと

言っても, 例えばいわゆる ｢ディープラーニング｣４) 技術に代表される人工知能の驚異的な進

歩が近未来における生産技術に深刻な変化をもたらし得ることから, そのような場合に 生産

性向上→生産要素に対する需要の減少→就業機会・所得の減少→総需要の減少→生産規模

の減少 の縮小的再生産の恐れがある｡ このようにそれがいわゆる省力化を伴うならば, その

場合には生産性と就業機会・所得のパラドックスのリスクを一層高めてしまうことともなるか

ら, イノベーションが常に全ての問題を解決できるとは限らない｡

さらに家計消費支出が人材育成の主要な源泉であるが故に, このパラドックスは人材育成へ

のネガティヴな影響により, 中長期的にイノベーションを支える生産技術向上の土台を揺るが

す｡

近年の日本経済においてこのような生産性と就業機会・所得のパラドックスが各産業別に不

均斉な形で登場しており, それが経済システム全体の諸問題の解決を困難にしている疑いがあ

る｡

そこで本論文においては, パシネッティ (���������, �. �.) が提示した垂直的統合部門
概念を筆者が独自に推計した日本経済の経済活動連関表 (産業×産業) に適用する新しい試み

によって, ｢生産性と就業の機会・所得のパラドックスの分布｣ の状況, 即ち ｢生産性と就業

の機会・所得との二律背反的な関係が各垂直的統合部門別に実際, どのように出現しているか？｣

を分析するための枠組みを構築する｡ その上で, その現状を検証する｡

１. 分析の前提

(１) ｢就業サービス｣ 及び ｢人材資本｣ の概念による経済再生産構造の把握

筆者は経済再生産構造の考察の前提として, 栃本 [����] を踏まえ, 生産に関与する人的活
動全般を視野に含めていわゆる ｢労働｣ の概念を拡張し, 製品製造, サービス生産から経営技
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３) カレツキ由来のいわゆる ｢費用のパラドックス｣ と同じ趣旨である｡ �������[����] ����を参照
のこと｡

４) ディープラーニング (����‒��������) は, コンピュータ・アルゴリズムとしてのニューラルネッ
トワークを深い多階層の構造に組み上げる形として, 人口知能 (��) の評価における精度・再現率
を飛躍的に向上させた技術である｡ 詳細は例えば週刊東洋経済����.７.８号の特集 ｢ビジネスのため
の��｣ 他を参照のこと｡



術に及ぶ多様な営みとしての ｢就業サービス｣ 概念により, 国民経済計算統計における就業者

の範囲の全て, 即ち, 雇用者および個人企業の企業主・家族等の非雇用従業者を包含する人的

活動を認識することとしている｡ この就業者の集団が筆者の ｢人材資本｣ であり, 人材資本が

提供する就業サービスを生産活動における最も重要な生産要素であるものとして位置付けてい

る｡ ちなみに, 就業サービスの計測単位は就業時間としている５)｡ また就業サービスの対価に

相当する国民経済計算上の概念は, 雇用者報酬及び混合所得である｡ 筆者は両者を一括して就

業所得と定義している６)｡

(２) パシネッティの ｢垂直的統合部門｣ 概念

パシネッティは, 論文 ��������������������������������������������������にお
いて最終生産物の種類毎の生産プロセスを生産の開始から最終生産物の産出に至る一つの仮想

的な部門に見立て, ｢垂直的統合部門｣ の概念を提示した７)｡

レオンチェフの産業連関表とその逆行列係数表に比較的良く馴染んでいる現代の我々にとっ

ても, パシネッティの垂直的統合部門の概念はやや難解である｡ この概念の考え方を簡略な２

部門の投入産出モデルにより紹介しておこう｡

まず, 生産技術関係の表現としての２部門投入産出量モデルから出発する｡

ここに��は第一産業部門の総産出量, ��は第二産業部門の総産出量を示す｡ これらの表
示単位はそれぞれ異なる (例えば第一部門は重量で第二部門は体積) ので, ベクトルの成分を

直接にタテに加えることはできない｡ ��, ��は各産業部門の最終生産物の産出量を示す｡ ���
は, 第�産業部門の産出量１単位に中間投入される第�産業部門の生産物の量を示す｡ 即ち上
のモデルは各産業部門において,

総産出量＝自他両産業への中間投入量＋最終生産物量

の関係が成り立っていることを示している｡

それぞれの部門の生産には中間生産物以外に生産要素が投入される｡ 一般的に複数種類の生
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５) 具体的には雇用者の１人当たりの労働時間数が ｢経済活動別就業者数, 雇用者数および労働時間｣

表に計上されているので, まず雇用者分については雇用者数×労働時間を就業サービス量とする｡ そ

の他の就業者即ち個人企業の企業主・家族等の非雇用従業者分については同表の就業者数－雇用者数

に対象者の就業時間を乗ずるべきであるが, その就業時間データとして同一の経済活動分類における

雇用者の１人当たり労働時間を準用する｡ もとよりこれはあくまで準用であって本来は別途の直接的

なデータによることが望ましい｡ ただ当面はしかるべきデータを入手できないことからやむを得ない｡

６) なお, 家計の所得としては, これらの他に ｢持ち家に係る営業余剰｣, 財産所得及び移転所得があ

る｡ 国民経済計算上の概念として, 混合所得に ｢持ち家に係る営業余剰｣ は含まれない｡

７) ���������[����] を参照のこと｡



産要素が投入されると考えられるが, ここでは両部門の共通的な生産要素投入として ���
を取り上げる｡ (我々の分析においては ｢就業サービス｣ である｡) �の総投入量を�, 各部
門への投入量を��及び��とする｡ �の表示単位は例えば人×時間である｡ 各部門の産出量
１単位当たりの�の投入量を��及び��とする｡ 即ち� ������, ���������������
このスカラー� を�の投入量の行ベクトル��� ���と各部門の総産出量の列ベクトルを
用いて表示すると,

さて, 上の２部門投入産出量モデルの中間投入係数行列を

である｡ この (２) 式を (１) 式に代入すると,

となっているから, ��������������, ��������������と置くと, 結局,� ����������
と整理される｡

かくして生産要素�の総投入量Ｗに対し, ��, ��と��, ��の二通りの係数を用いた分割
が与えられた訳である｡ 前者が各産業部門の総産出量に対する直接の投入係数を示している一

方, 後者は各産業部門を出口とする最終生産物の産出量��及び��についての, それぞれ自・
他部門における相互的な要素投入を累積的に加えた経済システム全体からの生産要素�の投
入係数を示している｡ パシネッティはこの��, ��を ｢垂直的に統合された｣ 部門別の生産要

素投入係数と表現したのである｡

なお, ここで各年次の最終生産物に係る就業サービス量の把握について, 間接投入に加えて

さらにもう一つの問題が提起されてしかるべきである｡ それは, いわゆる ｢生産された生産手

段｣ たる固定資本に蓄積されているはずの過去の年次における就業サービス量の扱いの問題で

ある｡ 厳密には在庫ストックにもこの問題は共通している｡ ところが, この問題の扱いに関し
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てパシネッティは���������[����] において ｢各年次の生産においては, 前期末即ち当期首

の在庫・固定資本が当期中に中間消費されること, 同時に, 当期中に翌期の同規模の生産に向

けて在庫・固定資本が中間投入として ���������されること｣ を定義上仮定すると言う巧妙
な工夫をモデルに施すことにより, 生産手段の過去における生産を当期の生産における (翌期

の生産に向けた) 中間投入に置換したのである８)｡ ただし, この場合の ���������は必ずしも
直前の在庫・固定両資本をそのままの内容で再取得することを意味するものではない｡ むしろ

技術変化を取り込んで内容的に�������することを含む点に特徴がある｡ その意味において
｢同規模の生産｣ に向けた ����������の�������なのである｡ 筆者としても, 過去に生産さ
れた生産手段の評価とりわけ ｢陳腐化｣ の難問をひとまず回避できるこのパシネッティの着想

を, そのまま踏襲する｡ 付言すると在庫・固定資本の�������相当量を越える積み増し部分が
｢資本形成｣ として最終生産品に計上される扱いとされている｡

この垂直的統合部門のイメージは, 例えば就業サービスの生産性を経済システム全体の問題

として考察する際に, それが個別の生産企業ないし産業とは異なる視点を要求する問題かも知

れないことに気付かせる働きをする｡ パシネッティは, 生産要素としての労働投入について,

まず物的な投入産出の関係をこの垂直的統合部門の概念を用いて 明示した上で, それを踏ま

えて分配問題の分析に踏み込んでいる｡ 筆者としても, このような分析手順の重要性を指摘し

ておきたい｡

２. 分析手法及び使用データ

本論文の分析は, 就業サービスを主要な生産要素として行われる, 経済システムの再生産活

動の実態を認識するため, 垂直的統合部門概念を筆者が独自に推計した日本経済の経済活動連

関表 (産業×産業) に適用する手法を用いている｡ この手法の具体的内容とそれを適用するデ

ータをあらためて説明する｡

[就業サービス]

まず就業サービスについては, 分析全体の目的に関連する経済諸データ相互の適合性及び利

用可能性から, 国民経済計算 (���) 統計の ｢経済活動別就業者数, 雇用者数および労働時

間｣ と題する付表を加工・編集することによって, 就業者の年間総就業時間数を経済活動別・

就業者区分別に積み上げ推計してデータ化することとした｡ 就業者の内, 雇用者については１

人当たりの年間総労働時間数が既に与えられており, これをそのまま就業時間数としている｡

その他の就業者即ち個人企業の企業主及びその非雇用の従業者 (家族等) については, 就業者

生産性と就業機会・所得のパラドックス ���

８) ���������[����] 中の��. ��� ����������������������������������������� の説明を参照

のこと｡



数と雇用者数の差額として人数が得られるものの, １人当たりの就業時間数のデータを得るこ

とが困難であった｡ そこで, 同一経済活動部門における雇用者の年間１人当たりの労働時間数

を代用することとした｡

[就業サービスの������と円価値単位の物的生産性]
次に就業サービスの������をどのように把握すべきかが, 重要な問題である｡ 我々の問題

意識からすると生産技術体系の中に就業サービス量を適切に位置づけたいのであるから, でき

ればその������についても何らかの物的な計測単位を用いたいところである｡ ただ, もとよ
り各産業の多種多様なプロダクト・ミックスについて, 統一的な物的計測単位を見出すことは

原理的に困難である｡ そこでそれに代わるものとして, 産業連関分析の一つの手法である均衡

価格モデルの考え方, 即ち, ｢円価値単位｣ 表示による物的数量認識の方法に則り, 名目の産

出額データをそのまま産出量として扱うこととする｡ これは個別経済活動の������としての
それぞれのプロダクト・ミックスについて, 通常の ｢単価○○円×１個｣ と言う価格認識を逆

転して ｢単価１円×○○個｣ として取引額を認識するものである｡ この場合に ｢単価１円｣ の

意味をどう解釈すべきかが問題となるが, 計測の対象となる特定時点において全ての財貨・サ

ービスの交換手段たる通貨における共通的な評価単位である ｢１円｣ は, 正しくその意味での

経済的な交換可能価値を示すものと認識すれば良い｡ 即ち, まずは同一時点における部門横断

的な計測単位としての ｢円価値単位｣ による個数表示により, 個数対個数の物的な数量関係を

認識することとする訳である｡

ただし, 異時点間における計数比較の局面となった場合には, この方法によっても物価変動

の認識における困難性の問題を残さざるを得ない９)｡

さて, 以上を踏まえて, 各経済活動部門における部門別の就業サービス量�円価値単位産出
量を直接就業サービス係数と定義する｡ ｢直接｣ と言うのは前述の垂直的統合部門との区別を

強調する趣旨である｡ また, この逆数即ち円価値単位産出量�就業サービス量は就業サービス
１単位量当たりの円価値単位での産出量を示すものであるので, その意味における物的生産性

と解釈できる, この直接就業サービス係数の逆数を (円価値単位数量表示での) ｢直接物的生

産性｣ と呼ぶ｡

さらに, 直接物的生産性と並んで ｢垂直的統合 (物的) 生産性｣ を ｢垂直的に統合された｣

部門別の生産要素投入係数の逆数として定義する｡ 本論文においては垂直的統合就業サービス

係数の逆数を指すこととなる｡
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９) 一般物価水準及びその裏返しである通貨価値の変動の統計的把握は, 個別の財貨・サービスに対す

る需要者側の選好の変化を的確に分離し難いために, 容易でない｡ ｢一般物価水準｣ の変動を除去す

べく計算されるいわゆる ｢実質｣ 変数は, 固定基準年次方式でも連鎖方式でもこの問題を完全に除去

し得ない｡ 岩崎 [����] を参照のこと｡



ここで, 産出量を所与とする場合に物的生産性の向上は即, 就業サービスに対する派生需要

の減少を意味するから, それがその対価である就業所得の水準への下方圧力を生じ得ることを

我々は直視しなければならない｡ これ即ち, ｢生産性と就業機会・所得のパラドックス｣ であ

る｡

なお, 生産性の概念設定について付言すると, 筆者は ｢全要素生産性 (���)｣ の概念を用
いない｡ これはあらゆる生産要素の投入量と産出量の関係を示すものとされているが, 実際に

は, 技術革新など労働・固定資本ストック以外の要素は定量的に計測することが困難なため,

全要素生産性の伸び率を, 実質���成長率等で把握される生産量の伸び率からコブ・ダグラ
ス型等の生産関数により推計された ｢労働・固定資本ストックの投入量の増加による伸び率｣

を差し引いた残差として算出することが多い��)｡ しかし, そもそもその寄与度計算が前提して
いるいわゆる ｢生産関数｣ について, 筆者としては, 陳腐化の激しい固定資本ストックの適切

な生産力指標を得ることが極めて困難であるから, 分析枠組みとしての説得力に欠ける概念で

あると考えている｡ むしろ筆者は, 栃本 [����] 及び [����] が述べるように, 人材資本が最
重要な生産要素であり, かつ, 技術進歩を具現する存在であると認識している｡ したがってま

た, 就業サービスの生産性と独立の形で, 技術進歩等の付加的な生産性変化の要因を示そうと

する試み自体を評価し難い訳である｡ とりわけ, 経済政策論あるいは企業経営論が生産性を話

題とする場合の多くは, 実際上, 生産における人的活動の効率性を問題にしているのであるか

ら, それならばむしろ, 正面から労働あるいは筆者の就業サービスのような人的活動について

の生産性概念を用いるべきなのである｡ 本論文においては就業サービスの質的差異の問題を明

示していないが, 結果的に就業サービスの物的生産性の差異にそれが含まれることとなってい

る｡

さらに, 就業サービスの提供者が対価として得る就業所得を, 経済活動部門毎に産出量で割

った値を直接就業所得係数とする｡ 就業所得とは既に述べた定義の通り, 雇用者報酬＋混合所

得である｡ また就業サービス係数と同様に, 直接就業所得係数の対概念として垂直的統合就業

所得係数を定義できる｡ 即ちそれは, 最終生産物の産出部門を出口とする ｢垂直的に統合され

た部門｣ 毎に集計される就業所得を, 当該最終生産物の産出量で割った値である｡

そこで注目されるべきは, 垂直的統合部門別の就業サービス係数及び同就業所得係数の対応

状況である｡ なぜなら, 経済システム全体のパフォーマンスを判定する上で, 生産技術体系が

生み出す最終生産物の需給動向との関係が重要であるところ, それと密接に関連するのは, 経

済活動 (産業) 別よりはむしろ垂直的統合部門別に見た場合の生産性 (就業サービス係数の逆

数) 及び就業所得係数の状況であるからである｡

ここで我々の垂直的統合部門別に見た生産性と就業所得係数の積は, 定義によって

生産性と就業機会・所得のパラドックス ���

��) 全要素生産性の簡潔な説明として, 例えば宮川・滝澤 [����] ������‒���を参照のこと｡



(最終生産物�就業サービス) × (就業所得�最終生産物) ＝ (就業所得) �(就業サー
ビス)

である｡ これを ｢就業サービス単価｣ と呼びこととする｡ これが生産性 (就業サービス係数の

逆数) 及び就業所得係数の対応状況を示す訳である｡

[経済活動連関表 (産業×産業)]

次に, 就業サービスの������についての部門間の投入産出構造を示すデータが必要である｡
日本の産業連関表については, ほぼ５年おきに, いわゆる商品×商品ベースの投入産出表が��府省庁合同で作成されている｡ このため, 国民経済計算 (���) 統計における中心的デー
タである���統計における産業連関データも基本的にこれを元に加工・編集されているとこ
ろである｡ ただし, 日本の国民経済計算 (���) 統計の原則的分類である経済活動別分類
(����������������������������������) は一般的に複数商品 (プロダクト・ミックス) を生

産している事業所をその主たる生産物によりグループ化して推計しており, これと商品 (財貨

・サービス) 別の分類とは概念が異なる｡ 例えば前述の ｢経済活動別就業者数, 雇用者数およ

び労働時間｣ と題する付表もその集計単位は経済活動 (産業) であって, 商品 (財貨・サービ

ス) ではない��)｡
経済分析において投入産出表から逆行列係数表を作成してこれを使用する場合には, それが

多数部門間の複雑な相互依存的連関の投影である点に鑑み, 行と列の間で分類の統一を確保す

る必要がある｡ 本論文においては逆行列係数表を用いた垂直的統合部門の計算が必須であり,

したがって, データの整合性を保ちつつ分析を進める際に, 経済活動別分類による投入産出表

を利用しなければならない｡

そこで筆者は最新の���統計におけるセミマクロのデータである ｢財貨・サービスの供給

と需要｣ 表, ｢経済活動別の国内総生産・要素所得｣ 表および ｢経済活動別財貨・サービス産

出表 (�表)｣ 等を編集・加工することによって, 独自に ｢経済活動連関表 (産業×産業)｣

を推計することとした訳である｡ ただし, 推計に当たって, 各データについて

・｢生産者価格｣ と ｢購入者価格｣

・｢財貨・サービス別｣ と ｢経済活動別｣
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��) 日本の国民経済計算 (���) 統計は, ����年末に実施した基準改定に際して, 最新の国際基準で
ある�������に対応する更新が行われた｡ その結果, 例えば経済活動の分類において ｢保健衛生・

社会事業｣ 部門, ｢宿泊・飲食サービス業｣ 部門及び ｢専門・科学技術業務支援サービス業｣ 部門が

独立する等により, 国際標準産業分類の最新改定である第４版 (���������) との整合性が確保さ
れた｡ 最新の���諸統計は見直し後の分類によって作成されており, 同統計の国内外を含めた多方
面における一層の活用が期待されている｡



の区別を慎重に考慮した組み換えの計算が必要であった｡ その詳細は省くが, 例えば生産者価

格のデータを購入者価格ベースに変換する際に必要となる運輸・商業マージンについては,

｢卸売・小売業｣ と ｢運輸・郵便業｣ とが１本化されたデータしか公開されていないので, 両

部門を ｢流通｣ の部門区分に統合したこと, また, ｢財貨・サービスの供給と需要｣ 表の財貨

・サービス別データを経済活動別データに組み換えるために�表から産出係数表を求め, そ
の行列を左乗しなければならなかったこと等でいささか手数を要した次第である｡

さらに産業連関表の内生部門の欄に対応すべき ｢経済活動別財貨・サービス投入表 (�表)｣
は最新���統計表において����年の１年分しか公表されていない｡ もっとも内生部門欄の各
列計に相当するデータとして ｢経済活動別の国内総生産・要素所得｣ 表の中間投入欄があり,

また, 各行計に相当するデータとしては ｢財貨・サービスの供給と需要｣ 表の中間消費欄を経

済活動別計数に組み替えたデータを作成し, 利用できる｡ この両データのそれぞれの全体合計

は定義上一致するはずであるが, 加工統計の宿命として, 統計上の不一致が生じていた｡ この

不突合部分を連関表の作成上は別掲して処理することとした上で, 列計の行ベクトルと行計の

列ベクトルの各要素にいわゆる���法��) を施すことにより, 内生部門欄の行列の各要素を年
次別に推計した｡

他方, 付加価値部分については, 我々が ｢就業所得｣ と定義する ｢雇用者報酬｣ ＋ ｢混合所

得｣ の経済活動別計数を推計する必要がある｡ このうち雇用者報酬は ｢経済活動別の国内総生

産・要素所得｣ 表に記載されているが混合所得の計数は記載が無い｡ そこでこの混合所得の経

済活動別推計を独自に行っている��)｡
ともかく, 試行的なものであるにせよ経済活動別分類による整合的な連関表を推計できたこ

とで, 就業サービス生産性と就業機会・所得のパラドックスを分析するための用具が準備でき

た｡

この経済活動連関表は宮沢編 [����] ����に記載されている ｢産業｣ × ｢産業｣ の表に相

当する｡ この表は毎年の���諸統計との連結性の点で, また, ��‒��‒����かつ国際的な分
類基準に準拠している点でも, 実証分析における応用範囲が広いと予想される｡

例えば����年の経済活動連関表は図表１の通りである｡

生産性と就業機会・所得のパラドックス ���

��) 宮沢編 [����] の�����他に説明されている投入係数の推計手法である｡ なお, ���法を批判し
た緻密な論文として岩崎 [����] も合わせて参照されたい｡ 筆者としては, 他に適当な方法を見出す
ことができなかった｡��) 混合所得は, ���統計の付表の一つである制度部門別所得支出勘定の家計部門に全経済活動の合
計数字が示されているものの, 経済活動別の内訳金額が公表されていない｡ ただ, いくつか参考とす

べき計数がある｡ まず, ｢国民所得・国民可処分所得の分配｣ 表の企業所得欄に個人企業所得が ｢農

林水産業｣, ｢その他の産業 (非農林水産・非金融)｣ および ｢持ち家｣ の３項目に分割して表示され

ている｡ この個人企業所得は個人企業の [営業余剰・混合所得] ＋ [財産所得の純受取] である｡ ま

た, ３項目の内, ｢持ち家｣ 分は営業余剰であって混合所得ではない｡ 一方, 他の２項目は営業余剰
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図表１ 2015年経済活動連関表

(単位：10億円)

区 分 (略称) 農 鉱 製 電 建 流 宿 情

農林水産業 (農) ����� � ����� � ��� ��� ����� ��
鉱 業 (鉱) � � ����� ����� ��� � � �
製造業 (製) ����� ��� ������� ����� ������ ������ ����� �����
電・ガ・水・廃 (電) ��� �� ����� ����� ��� ����� ����� ���
建設業 (建) ��� �� ����� ����� ��� ����� ��� ���
流 通 (流) ����� �� ������ ����� ����� ������ ����� �����
宿泊・飲食 (宿) �� �� ����� ��� ��� ����� ��� ���
情報通信業 (情) �� � ����� ��� ��� ����� ��� �����
金融・保険業 (金) ��� �� ����� ��� ��� ����� ��� ���
不動産業 (不) �� � ��� ��� ��� ����� ��� �����
専門等サービス業 (専) ��� �� ����� ��� ����� ����� ��� �����
公 務 (公) �� � �� � �� �� � ���
教 育 (教) � � ��� �� ��� ��� �� ���
保健衛生・社会事業(保) � � ��� �� �� ��� �� ���
その他のサービス (他) ��� �� ����� ����� ����� ����� ��� �����
小 計 ����� ��� ������� ������ ������ ������ ������ ������
(控除＊)
合 計 ����� ��� ������� ������ ������ ������ ������ ������
固定資本減耗 ����� ��� ������ ����� ����� ������ ����� �����
輸入税 (控除) 補助金 －��� �� ������ ����� ����� ����� ����� �����
就業所得 ����� ��� ������ ����� ������ ������ ����� ������
雇用者報酬 ����� ��� ������ ����� ������ ������ ����� ������
混合所得 (純) ����� � ����� �� ����� ����� ��� ���
営業余剰 (除混 (純)) －��� －�� ������ ����� ����� ������ ����� �����
付加価値合計 ����� ��� ������� ������ ������ ������� ������ ������
産出額 ������ ��� ������� ������ ������ ������� ������ ������
区 分 金 不 専 公 教 保 他 内生計
農林水産業 � � �� �� �� ��� ��� �����
鉱 業 � � � � � � � �����
製造業 ����� ��� ����� ����� ��� ������ ����� �������
電・ガ・水・廃 ��� ��� ��� ����� ��� ����� ����� ������
建設業 ��� ����� ��� ��� ��� ��� ��� ������
流 通 ����� ��� ����� ����� ��� ����� ����� �������
宿泊・飲食 ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� �����
情報通信業 ����� ��� ����� ����� ��� ��� ����� ������
金融・保険業 ����� ����� ��� ����� ��� ��� ��� ������
不動産業 ��� ����� ��� �� �� ����� ��� ������
専門等サービス業 ����� ����� ����� ����� ��� ����� ����� ������
公 務 � �� � � � � ��� �����
教 育 �� �� ��� �� �� �� �� �����
保健衛生・社会事業 �� �� ��� �� �� ����� �� �����
その他のサービス ��� ��� ����� ��� ��� ����� ����� ������
小 計 ������ ������ ������ ������ ����� ������ ������ �������
(控除＊)
合 計 ������ ������ ������ ������ ����� ������ ������ �������
固定資本減耗 ����� ������ ����� ������ ����� ����� ����� �������
輸入税 (控除) 補助金 ��� ����� ����� �� ��� ���� ����� ������
就業所得 ������ ����� ������ ������ ������ ������ ������ �������
雇用者報酬 ������ ����� ������ ������ ������ ������ ������ �������
混合所得 (純) �� ��� ����� � �� ��� ����� ������
営業余剰 (除混 (純)) ������ ������ ����� � ��� ����� ��� ������
付加価値合計 ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ �������
産出額 ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ �������



図表１ 2015年経済活動連関表 (続き)

生産性と就業機会・所得のパラドックス ���
区 分 政府

集合消費
家計現実
最終消費

うち
消費支出

総固定
資本形成

在庫
変動 輸 出 輸入計 国内

総支出
統計上
不突合 生産額

農林水産業 � ����� ����� ��� �� ��� ����� ����� －�� ������
鉱 業 � � � � �� �� ����� ������ －�� ���
製造業 ��� ������ ������ ������ ����� ������ ������ ������� －��� �������
電・ガ・水・廃 ����� ����� ����� �� � �� �� ������ －�� ������
建設業 � �� �� ������ � �� �� ������ －�� ������
流 通 ��� ������ ������ ������ ��� ������ ������ ������ －��� �������
宿泊・飲食 � ������ ������ �� � ��� ��� ������ －�� ������
情報通信業 �� ������ ������ ������ �� ��� ����� ������ －��� ������
金融・保険業 � ������ ������ �� � ����� ����� ������ －�� ������
不動産業 � ������ ������ ��� � �� � ������ －�� ������
専門等サービス業 ����� ����� ����� ������ � ����� ����� ������ －��� ������
公 務 ������ ����� ����� � � � � ������ －� ������
教 育 ��� ������ ����� ��� � ��� ��� ������ －� ������
保健衛生・社会事業 ��� ������ ������ ��� � ��� �� ������ －�� ������
その他のサービス ��� ������ ������ ��� � ����� ����� ������ －�� ������
小 計 ������ ������� ������� ������� ����� ������ ������� ������� －����� �������
(控除＊) ����� ��� ����� �����
合 計 ������ ������� ������� ������� ����� ������ ������� ������� －����� �������
(電・ガ・水・廃) 電気､ ガス､ 水道､ 廃棄物処理業
(控除＊) 総資本形成に係る消費税の控除額
(出所) 国民経済計算統計を元に筆者作成



[垂直的統合部門別各種係数の算出]

経済活動部門別の直接就業サービス係数及び直接就業所得係数を定義に従って算出して, こ

の直接係数に経済活動連関表から導出した輸入競争型の逆行列係数行列を右乗することにより

垂直的統合部門別の就業サービス及び就業所得各係数を得た｡ さらにこれらのデータから物的

生産性及び単価を算出して以下の分析に使用している��)｡
３. 主要な分析結果

主要な分析結果は次の通りである��)｡
まず各指標の関係を概括する図表２を掲載しておく｡ 就業サービス量, 最終国産品生産量

(ここでは生産面に注目していることから, 最終需要をこのように表現した｡) 及び就業所得の
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を含まないこととされている｡ 結局, ｢持ち家｣ 分を除く他の２項目から財産所得の純受取を控除す

れば, 農林水産業とその他の産業を区分した混合所得が得られるはずである｡ 残念ながらこの財産所

得の純受取分の計数を入手することはできないので, 適当な推計方法を工夫しなければならない｡ 筆

者は新統計の対象である����‒����年の年次データを用いて個人企業所得の ｢農林水産業｣ と ｢その

他の産業｣ の比率の変化を平滑化した上で, 平滑化後の比率を ｢財産所得の純受取の変化による比率

変動｣ を除去したデータと見做すこととした｡ その平滑化の方法はいくつか考えられるところである

が, 筆者は試行錯誤の結果, 観測期間内の年次データに対して３次曲線がトレンドとして良く当て嵌

まることを見出した｡

こうして得た農林水産業分の比率を混合所得の合計数字に乗じて, 第１段階として農林水産業分の

計数を算出し, 引き続いてその他の産業 (経済活動) 分の算出に移った｡ この推計は個人企業の就業

者に係る就業時間の計算を活用し, かつ経済活動別に就業時間当たりの就業所得の分布が雇用者報酬

についての分布と比例的であると仮定して, 農林水産業を除く各経済活動部門への配分比率を計算し

た上で, その他の産業分の合計数字にこれを配賦する方法に拠った｡��) 詳細は補論１を参照のこと｡��) 分析結果の概要は補論２を参照のこと｡

図表２ 垂直的統合部門別各指標間の関係

(出所) 国民経済計算統計を元に筆者作成



相互関係を媒介するパラメータである生産性, 所得係数及び単価は, それぞれ技術, 社会の制

度・意識及び市場の需給関係に強く影響されつつ変動している｡

(物的) 生産性＝最終国産品生産量�就業サービス量
就業所得係数＝就業所得�最終国産品生産量
就業サービス単価＝就業所得�就業サービス量＝ (物的) 生産性×就業所得係数

ここで, 我々の垂直的統合部門別諸係数の算出において輸入競争型の逆行列係数表を使用す

ることとの整合性を確保するため, 最終需要を示す最終国産品生産量を次の通り定義している｡

最終国産品生産量≡ (１－行別輸入係数) ×国内最終需要＋輸出＋統計上不突合

図表３～５は, 垂直的統合部門別に見た最終国産品生産量, 就業サービス及び就業所得の相

互関係について, ����年～����年の間における変化を概観したデータである｡ これらのデータ
により, 我々は例えば以下の諸点を特徴的な動向として確認できる｡

①観測対象の��年間に, 最終国産品生産量は����％増加した｡ その内の���％分は
・製造業

・流通 (卸売・小売業＋運輸・郵便業)

・宿泊・飲食サービス業

・金融・保険業

・教育

の各垂直的統合部門の増加の寄与による｡ (以下, この５部門を ｢特定部門｣ と呼ぶ｡) しか

し, これらの部門はいずれも, この間に就業所得を減らしている｡ 上記５部門における就業

所得の減少は, この間の全部門を通じる就業所得の減少が���％であるのに対して, ５部門
計で���％分の減少と, 減少分のほとんどを占めている｡
その背後には就業サービス量及び単価の変化がある｡ 以下に, その様相を示す｡

②生産性と就業サービス量の関係を見ると, 上記特定部門において生産性が全て伸びている一

方, その伸びにほぼ反比例する形で, 就業サービス量が減少していることが特徴的である｡

即ち, この５部門において ｢生産性と就業機会のパラドックス｣ が明瞭に出現しているので

ある｡

③生産性と就業サービス単価の関係を見ると, 特定５部門の内, 流通, 宿泊・飲食サービス業

及び金融業については生産性の伸びにもかかわらず, 単価がむしろ減少している｡ 製造業お

よび教育部門の場合には単価が伸びているものの, その伸び具合は生産性のそれを相当に下

回っている｡
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増加寄与度の４象限区分

区 分
最終国産品生産量

－ ＋

就
業
所
得

＋
鉱, 電, 情, 不,

専, 公, 保

－
農, 建, 他 製, 流, 宿, 金, 教

図表３ 1995～2015年の垂直的統合部門別最終国産品生産量及び就業所得の変化
(単位：��億円)

最終国産品生産量 就業所得����年 ����年 増加額 増加寄与度 (％) ����年 ����年 増加額 増加寄与度 (％)

農 ����� ����� －��� －������ ����� ����� －��� －������
鉱 －� －� � ������ －� � � ������
製 ������� ������� ����� ������ ������ ������ －������ －������
電 ����� ������ ����� ������ ����� ����� ��� ������
建 ������ ������ －������ －������ ������ ������ －������ －������
流 ������ ������ ����� ������ ������ ������ －����� －������
宿 ������ ������ ����� ������ ������ ����� －����� －������
情 ������ ������ ������ ������ ����� ������ ����� ������
金 ������ ������ ����� ������ ����� ����� －����� －������
不 ������ ������ ������ ������ ����� ����� ����� ������
専 ������ ������ ����� ������ ������ ������ ����� ������
公 ������ ������ ����� ������ ������ ������ ��� ������
教 ������ ������ ��� ������ ������ ������ －����� －������
保 ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������ ������
他 ������ ������ －��� －������ ������ ������ －��� －������

(全 計) ������� ������� ������ ������� ������� ������� －������ －������
最終国産品
増加額

全増加への
寄与度 (％)

就業所得増
加額

全増加への
寄与度 (％)

製 ����� ������ －������ －������
流 ����� ������ －����� －������
宿 ����� ������ －����� －������
金 ����� ������ －����� －������
教 ��� ������ －����� －������
特定計 ������ ������ －������ －������
全 計 ������ ������� －������ －������
(出所) 国民経済計算統計を元に筆者作成
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図表４ 1995～2015年の生産性と就業サービス量の変化倍率 (特定５部門)

製 流 宿 金 教

生産性 ������ ������ ������ ������ ������
就業サービス ������ ������ ������ ������ ������

図表５ 1995～2015年の特定５部門の生産性及び就業サービス単価の変化倍率

製 流 宿 金 教

生産性 ������ ������ ������ ������ ������
単価倍率 ������ ������ ������ ������ ������

(出所) 国民経済計算統計を元に筆者作成

(出所) 国民経済計算統計を元に筆者作成



要するに特定部門において, このように生産性と就業機会のパラドックスが出現している中

で, 就業サービス単価の抑制が相乗効果として働く結果, ｢生産性と就業所得のパラドックス｣

も同時に出現していると解釈できる｡

最終国産品生産量における特定５部門のシェアは����％ (����年) である｡ 垂直的統合部門
として製造業・流通には大部分の財貨の生産 (製造業) 及び流通 (卸売・小売業＋運輸・郵便

業) の全プロセスが含まれており, この様相は経済全体の動態の重要面を示している｡

結 び

我々は, 技術変化の中での ｢生産性と就業機会・所得のパラドックス｣ が垂直的統合部門別

にそれぞれどの様な態様を示しているのかを考察した｡

考察の結果を総括するならば, 生産性と就業機会・所得のパラドックスが厳然と存在する｡

その事実認識は, 総需要管理, 生産要素の��������向上及びイノベーション促進の３点セッ
トの政策だけで現代日本の経済問題についての処方箋が完結する訳ではないことを強く示唆す

る｡

我々の問題意識に関し, 経済学の父と称されるスミスは�����[����] の中で, 未だ労働
組合の結成および争議が社会的に認められていない当時の時代を背景に, 労働市場を詳細に論

じている｡ 例えば, 要旨, 次のような記述がある��)｡�普通の賃金はどこでも, 通常, 労働者と雇い主との間で結ばれる契約によって決まり, 両
者の利害は全く一致していない｡ 両者が対立したときに通常どちらが有利な立場にあり, 相

手に自分の条件をのませるかを予想するのは難しくない｡ 争議では雇い主の方がはるかに長

くもちこたえられる｡ 長期的にみれば, 労働者にとって雇い主が必要なのと変わらないほど,

雇い主にとって労働者が必要だとしても, その必要性は切迫したものではない｡ ……国富が

大きくても, その国が長期にわたって停滞を続けていれば, 労働の賃金が高いとは考えられ

ない｡ このような国で労働者が生活でき, 子供を育てられる水準を労働の賃金が上回ること

があっても, 労働者の間の競争と雇い主の利害とによってすぐに, 普通の人道的観点からみ

て最低の水準まで賃金が低下する｡�
労働者の団結権及び争議権が世界中で認められている今日でも, スミスの指摘する生産要素

市場の参加者の非対等性は, 参加者の一方にとって就業が死活問題となっている事情がある限

り, 普遍的に残存する｡ この場合に強者の ｢選択の自由の拡大｣ が, 弱者にとってはむしろ
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｢就業機会・所得の縮小｣ をもたらすものとなり得る｡

本論文を終えるに際し, 今後の課題について付言する｡

そもそも, 人間社会における経済再生産構造はシステムとしての社会における一側面である｡

激甚災害続出の現状をも踏まえるならば, 技術進歩の成果を共有すべく, 経済再生産構造の存

立基盤である社会的連帯をどう維持すべきかの観点を含めて, まずは政策課題の論点を再整理

しなければならない｡ 政策課題の論点整理において核とすべきは, やはり未来社会への対応力

に富む人材の育成・活用である｡ そのために, 当面, 重要なことは経済的基盤としての就業機

会の確保であるが, さらにその前提となる諸条件を整える必要がある｡ 例えば, 生産要素市場

の参加者の非対等性を緩和するために, 財政支出及び税体系の見直しを含む政策面の工夫が望

まれる｡ このような諸条件の整備に向けた研究を今後の課題と認識していることを表明し, 本

稿の結びとする｡ (了)

補論１ 垂直的統合部門別各種係数の具体的な計算

具体的には次のように計算した｡ ����年に例をとると, まず経済活動連関表について競争輸
入型の逆行列係数表を作成する｡ 次いで直接就業サービス係数の行ベクトルに逆行列係数表の

行列を右乗する｡ 積として新たに得られた行ベクトルの各成分を ｢垂直的統合就業サービス係

数｣ と呼ぶこととする｡ またこのベクトルを ｢垂直的統合就業サービス係数ベクトル｣ と呼ぼ

う｡ 中間投入係数行列を�, 国内需要の行別輸入係数の対角行列を�～とすると, 競争輸入型

逆行列係数表の行列は [�－ (�‒�～) �]－１であり, 図表６の通りの計数を得ている｡

生産性と就業機会・所得のパラドックス ���

図表６ 2015年の輸入競争型逆行列係数表

農 鉱 製 電 建 流 宿 情 金 不 専 公 教 保 他

農 ������������������������������������������������������������������������������������������
鉱 ������������������������������������������������������������������������������������������
製 ������������������������������������������������������������������������������������������
電 ������������������������������������������������������������������������������������������
建 ������������������������������������������������������������������������������������������
流 ������������������������������������������������������������������������������������������
宿 ������������������������������������������������������������������������������������������
情 ������������������������������������������������������������������������������������������
金 ������������������������������������������������������������������������������������������
不 ������������������������������������������������������������������������������������������
専 ������������������������������������������������������������������������������������������
公 ������������������������������������������������������������������������������������������
教 ������������������������������������������������������������������������������������������
保 ������������������������������������������������������������������������������������������
他 ������������������������������������������������������������������������������������������
(出所) 国民経済計算統計を元に筆者作成



設例の直接就業サービス係数の行ベクトルを�＝ [�１, �２, ……���] とする｡ 例えば第１成
分の �１＝�����(時間�千円)
は農林水産業の直接サービス係数である｡ この行ベクトルに逆行列係数の行列

[�－ (�－�～) �]－１
を右乗して得られる行ベクトルを�＝ [�１, �２, ……���] とする｡ 即ち,�＝ [�１, �２, ……���] ＝ �[�－ (�－�～) �]－１
であり, これが ｢垂直的統合就業サービス係数｣ ベクトルに他ならない｡ 例えば第１成分の�１＝ �����(時間�千円)
が農林水産業の最終生産物千円分の生産に投入された全経済活動部門の累積就業サービスの寄

与量を与える訳である｡ 同様に, �２は鉱業の最終生産物千円分の生産に投入された全経済活
動部門の累積就業サービスの寄与量を与え, �３は製造業の最終生産物千円分の生産に投入さ
れた全経済活動部門の累積就業サービスの寄与量を与える等々である｡ 要するに行列

[�－ (�－�～) �]－１＝ �����
とすると, �の第�成分���Σ��・��� (Σは�について) なのである｡
そこで結局, この係数ベクトル�の各成分の値に従って, 経済システム全体の就業サービ

ス量は, 出口となる各経済活動部門の最終生産物毎の寄与量として過不足なく分割配賦される

こととなる｡

さらに, 就業サービス係数におけると同様の手順により, 直接就業所得係数から垂直的統合

就業所得係数を導出できる｡ また, 垂直的統合就業サービス係数及び同就業所得係数から直ち

に垂直的統合部門別の生産性及び就業サービス単価を計算できることは, 言うまでもない｡

補論２ 分析結果の概要

分析結果の概要として, 就業サービス単価, 生産性及び就業所得係数を図表７に纏めた｡

観測期間中には, 物的生産性が上昇する中でも, 就業サービス単価が低迷している垂直的統

合部門が多く, 生産性上昇→就業機会・所得減少→需要減少→単価低迷のどちらかと言え

ば好ましからざる循環を示しているように見える｡
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図表７ 垂直的統合部門別就業サービス単価,生産性及び就業所得係数

区分
����年 ����年 ����年

単 価 生産性 所得係数 単 価 生産性 所得係数 単 価 生産性 所得係数

農 ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
鉱 ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
製 ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
電 ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
建 ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
流 ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
宿 ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
情 ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� �����
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他 ����� ����� ����� ����� ����� �����

(出所) 国民経済計算統計を元に筆者作成



補論３ 家計消費支出と就業所得

家計消費支出は人材資本形成の主要な源泉であり, その消長は生産力の核である人材資本ス

トックの量的・質的な変動をもたらす要因として, 消費→生産→所得の因果序列に沿った就

業所得変化に影響する｡ 即ち, 一方における所得→消費の因果序列と他方における消費→生

産→所得 の技術変化を含む因果序列の双方が, 生産性と就業機会・所得のパラドックスの

存在を反映した一種の緊張関係にあることに注目すべきである｡

そこで, 図表８により各年次の就業所得の合計と国内家計最終消費支出を比較すれば, 消費

が全体として上昇トレンドを示している一方で, 就業所得はむしろ明確な減少傾向を見せてい

ることが注目される｡

したがって, このデータのみからそのまま所得と消費の関係式を導くことは, その経済的な

意味が不明確となり, 適切な分析とならない｡ 他方, 就業所得を消費の説明変数とする代わり

に, 計量経済モデルが一般的に用いているところの可処分所得に単に置換えてしまうのでは,

本稿の問題意識である生産構造と消費 (≒人材資本形成) との関連への手懸かりが見失われて

しまう｡

この現象について我々は, 差し当たり, 消費の上昇トレンドが所得の変化とは相対的に独立

立教経済学研究 第��巻 第４号 ����年���

図表８ 就業所得の合計と国内家計最終消費支出
(単位：��億円)

(出所) 国民経済計算統計を元に筆者作成



な諸要因, 即ち, 人口構成の変化, 経済取引のグローバル化及びハイテクの進展等を背景とす

るものであると推測して, それを処理の前提とする｡ 即ち, 具体的には国内家計最終消費支出

のデータを我々の就業所得及び時間変数 (����年：１～����年���) に両対数線形回帰させる
ことにより, 図表９の結果を得る｡ この結果によれば, 国内家計最終消費支出の対就業所得弾

性値は�����であり, ほぼ１となっている, 要するに, 中長期的なトレンドを別にすれば, 実
績値よりも１％低い就業所得に対して実績値よりほぼ１％低い家計消費支出が対応する関係が

示されている訳である｡ したがってこの推計は, 就業所得→消費の因果序列の存在を, 一応,

統計的に支持していると解釈できる｡

生産性と就業機会・所得のパラドックス ���
図表９ 国内家計最終消費支出の対就業所得弾性値の推計

定数項無しの最小二乗回帰 (ln 時間変数,ln 就業所得→ ln 国内家計最終消費支出)
係数 (第２, 第１説明変数の順) 0.986712 0.074178
係数の標準誤差 0.001044 0.005587
確実度係数；予測値標準誤差 0.999997 0.021215
F 補正項；自由度 3845937 20
回帰平方和；残差平方和 3461.831 0.009001

注：ln は自然対数値に換算していることを示す｡

(単位：��億円)

(対数値による被説明変数の計算結果を原数値に還元している｡)
(出所) 国民経済計算統計を元に筆者作成
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